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何故国連機関との連携をするの
か？

• 現地でのコーディネーションとデマケーション（事
業実施地／セクター）

• ファンディング・ソースの多様化

プロジェクト形成 VS プログラム作り

• 団体のマンデート

ストラテジック・チョイス VS オポチュニティー・ベー
スト・アプローチ



WVJの収入でみる国連機関と

の連携



補助金・委託金等の収入内訳 964,904 (単位千円）

政府系機関からの補助金等 138,211 総収入の 5%

外務省NGO支援無償資金協力 18,234
外務省国際開発協力関係民間公益団体補助金 2,212
外務省NGO相談員事業 1,763
JICA　国際協力機構開発パートナー 45,520
JICA　国際協力機構草の根技術協力事業 68,186
JICA　国際協力機構開発福祉支援 2,537
JICA　国際協力機構帰国隊員NGO活動支援事業 633
日本郵政省ボランティア貯金 -874

民間団体からの助成金等 112,086 総収入の 4%

（財）国際開発救援財団 1,552
（特活）ジャパン・プラットフォームNGOユニット 101,758
アフリカ日本協議会（外務省研究会） 2,059
国際難民奉仕会 4,718
スクール・ビルディング・スクール 1,999

国際機関からの委託金等 714,607 総収入の 24%

国際農業開発基金 8,123
国連開発計画 8,317
国連児童基金 9,738
国連世界食糧計画 440,683
国連高等弁務官事務所 14,004
世界銀行 233,742



WVJとマルチ・ファンディング・ア

プローチ

＊JPF助成金による事業

＊自己資金

＊JPF助成金を補完するWFPからの食糧とキャッシュ

異なる性格の資金を有効に用いることによる相乗効果

一般募金に
よる支援額

助成金・委託金に
よる支援額



WFPとの連携と課題

• GFD, FFW, FFEなど食糧をリソースとしたプログ
ラミングが可能

• リソースのあるNGOとの連携

管理費、インプット、スタッフ、車両

• 自己財源として全体収入の約１０%必要

• 配布のノウハウと経験が優先

レポーティング（アカウンタビリティー）

• GIK＋ITSHが収入

• FLAの内容はネゴシエーション必要

• 契約と実収のギャップ

• 調整・協議は現場レベル



UNHCRとの連携と課題

• 予算時期に現場レベルの交渉が必要

• リソースのある団体との連携優先

• 自己財源（約２０〜３０％）

• HCRの方向性に従ってプロポーザル準備（セク
ター、地理）

• MRベースの支払いと予算カット

• 危機フェーズに合わせた動きへの対応


